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Ⅰ 一般会計補正予算（第 8号） 

１ 補正予算編成の考え方 

 出産や子育てに係る妊産婦等への経済的支援を実施するとともに、課題を抱える妊産婦等を

必要な支援につなぐ伴走型相談支援の充実を図るため、令和 4 年度一般会計補正予算（第 8

号）を編成する。 

２ 補正予算の内容 

・出産・子育て応援給付金関係事業費 485,775 千円

出産や子育てに係る妊産婦等への経済的支援を実施するとともに、課題を抱える妊産

婦等を必要な支援につなぐ伴走型相談支援の充実を図る。 

対象者：令和４年４月以後に出産した（今後に出産を予定する）妊産婦等 

＜経済的支援＞ 

妊娠届出時に妊婦１人あたり５万円、出生届出後に子ども１人あたり５万円を給付

する。（令和４年４～12月に出産した場合は一括で 10万円を給付） 

＜伴走型相談支援＞ 

 これまでの妊娠届時や出産２カ月後の全戸訪問時の面談を、応援給付金の申請手続

の機を捉え、よりきめ細かく実施する。（令和５年度からは新たに妊娠８カ月面談を

実施する予定） 

   財源内訳：国２／３ 県１／６ 市１／６

３ 補正予算の規模 

  （単位：千円） 

現在予算額 補正予算額 補正後予算額 

230,510,335 485,775 230,996,110

４ 歳入歳出補正予算額 

   （単位：千円） 

歳   入 歳   出 

款 補正予算額 款 補正予算額 

地方交付税 80,963 衛生費 485,775 

国庫支出金 323,850   

県支出金 80,962   

合 計 485,775 合 計 485,775 

令和 4年度 12 月補正の概要
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５ 費目別事業概要 

衛生費 485,775 千円 

出産・子育て応援給付金関係事業費 

妊娠届出や出生届出を行った妊婦等に対する経済的支援を実施す

るとともに、妊娠期から出産・子育てまで一貫した伴走型の相談

支援の充実を図る。 

485,775 千円 


